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はじめに 

本稿では世界的なコミュニケーションの環境としてのインターネットがどう

外国語教育、特に日本の英語教育に使われてきたのか、筆者の経験を中心に振

り返り、インターネットを英語教育に利用する理由と意義について考えたい。 

インターネットが一般に利用されるようになったきっかけは WWW (World 

Wide Web；以下 web)の普及によるところが大きい。インターネットとそこで

利用される様々なコミュニケーションのためのアプリケーションはそれまでに

も様々あったが、Web が革新的だったのは、 HTTP (Hyper-Text Transfer Protocol)、

つまりリンクにより相互に参照することができるテキストの規格とその転送方

法と、ブラウザつまり転送されてきたテキストを手元のパソコン画面に表示し

利用者がリンクをクリックしたのを受け付けて転送要求を送信するソフトウェ

アの両方がそろっていたことだった。前者は 1990 年に CERN （欧州原子核機

構）のティム・バーナーズ＝リーが考案し、後者については 1992 年に NCSA （米

国立スーパーコンピュータ応用研究所）のアルバイト学生であったマーク・ア

ンドリーセンらが開発した Mosaic が最初に普及したブラウザである。その後 

IT 産業の拡大、国策としての高速通信回線の整備などが相互に補強しあって世

界的にインターネットの利用が進んできたのは周知の事実である。教育での利

用はその拡大の中で必然的に求められたものともいえるが、日本の英語教育に

は独自にインターネット利用を進める動機があったと考える。 

インターネットと web がもたらしたものは、個人による世界規模の「出版」

（＝記録に残り不特定多数に繰り返し使用される形態での情報発信）が可能に

なったこと、多様な情報が蓄積され検索により再利用が可能になったこと、地

理的・社会的距離を超えた知的交流が可能になったことなどである。一方で、
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使用される言語の偏り、特に英語への偏重や情報のフラット化つまり人類の知

的遺産と呼べるものからサブカルチャーに至るまですべてが没価値化するなど

の批判もある。 

英語教育ではインターネットが普及するごく初期から様々な利用がなされて

きた。利用するアプリケーションも、 web はもちろん、電子メール、掲示板、

ブログ、 Skype など、そのときどきの新しいアプリケーションを次々の取り入

れている。なぜ外国語としての英語教育でこのような利用が活発だったのだろ

うか。 

そこには外国語教育の特殊性がある。他の教科、例えば数学などと異なり、

教室にとどまっているのでは学習が未完成で、実際の言語使用の場に行かなけ

れば無意味だという要求が強い。それに対してインターネット上には世界中の

学習者どうしのネットワークがある。インターネットは学習環境であり同時に

実際に英語を使用する目的ともなるのだ。また英語で書かれたニュースなどの

豊富な言語資料がある。これを授業に取り入れていこうと試みるのは当然のこ

とである。 

 

どのように利用してきたか 

日本の英語教育でのインターネット利用の導入の一例として、筆者自身の経

験を中心に歴史を振り返りたい。 

筆者は 1993 年後半に「ハイパーメディア研究会」と称するメーリングリスト

を立ち上げ、英語教師どうしでメールによる情報共有を始めていた。そのメー

リングリストで 1993 年 12 月に Mosaic が話題となった。筆者がインターネッ

トにアクセスできる環境を手に入れて Mosaic を 実際に利用できたのは 1994

年 4 月だった。 

それ以前にも Gopher などのインターネットサービスでアメリカのUCLAの

各図書館で図書検索をしたりヨーロッパの学食のその日のメニューを見たりし

ながら、これが臨場感のある英語教材として活用できないかと議論していた。

Web と Mosaic の組み合わせはそのような可能性を飛躍的に広げた。それまで

専用の通信ソフトで１行ずつ転送され表示されるテキストを目で追っていたの

が、 Mosaic ではグラフィックスやテキストがページにレイアウトされて二次

元的に表示されていた。「通信」から「出版物」に進化したのである。 

1994 年夏前には筆者の当時所属した中部大学語学センターのコンピュータ
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システムをインターネットに接続した。当時の名古屋を中心とする地域では、

南山大学が中心となり各大学間で草の根的に相互のインターネット接続を始め

ているという状況だった。その夏にインターネットメールとネットニュースの

利用を開始した。ネットニュースとは広義の BBS （電子掲示板）の一種だが、

メールとよく似た方式である NNTP (Network News Protocol) によりサーバー

間でバケツリレー式に投稿スレッドの転送を繰り返していく。グローバルに転

送されていくニュースの他、サイト内部でのニューススレッドを設定すること

もできる。さっそく学内 LAN 限定の英作文用ネットニュースを立ち上げ、学

生と教師が英語で議論する課外活動を開始した。 

典型的な利用方法は、教師が課題を投稿し、それに対して学生たちがコメン

トを投稿し、さらにそれを読んでコメントしていくという文字による議論であ

る。これを英語で行なった。学生の英文中の誤りなどについては明示的に添削

せず、教師が言い換えをして投稿し直すなど、あくまで内容に関するコメント

の中でよりよい表現を示唆するという形で指導した。 

当時の中部大学語学センターはインターネットが利用できる PC (Macintosh 

SE) 7 台を語学自習室に設置し、授業外での交流活動を希望する学生 35 人がこ

れを交代で使用するという限られた利用だったが、様々なテーマで活発に英語

での議論を楽しんだ。学生たちはそれまでに授業での英作文の課題の経験はあ

ったが、自分が書いた英語が教師以外の大勢に読まれ、それに返事が書かれる

ということ自体をほとんど経験していなかった。現在のように日本語での電子

掲示板の経験もない時代であるから、このようなシステムに戸惑いも見られた

が、ほとんどはこの新しい体験を好意的に受け入れていた。率直にいうと教師

自身がこのような英語による多人数の即時応答の経験をほとんどしていなかっ

た。学生にとっても教師にとっても、英文はそれまで学習の一環として孤独に

書き、教師がそれを一人で読むというものだったのが、突然、書いたものが即

時に回覧され読まれ、議論の対象となり、返答されるものになったわけである。 

この活動はメールによる相互コメント、つまりメーリングリストも併用しつ

つ、 web によるコミュニケーションが中心となる 1997年頃まで活発に続けた。

とりわけ、1994 年度に行なった、提携校であるオハイオ大学に留学中の学生た

ちと中部大学の在学生との共同のプロジェクトはインターネットの利便性を活

用した印象深い活動となった。(MacDonald et al. 1995) 図 1 に最近の web での

ライティング指導用フォーラムの例を示す。 
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図 1：最近の授業用 web サイトでのライティングフォーラム 

 

ここまではメールや LAN 内の ネットニュース、つまり読む対象を限定し

た発信だった。1995 年夏に筆者が web サーバー機を導入し、自前の web サ

イトを開設し、広く世界への情報発信が可能となった。（http://langue.hyper.chubu. 

ac.jp/；現在は閉鎖。）ほぼ同時に、web での情報発信を英語授業で開始し、現

在に至っている。以下で英語教育と国際交流教育の分野でのインターネット利

用とは実際にはどのようなものでどのような効果があるか議論したい。 

 

「相手がいる」コミュニケーション 
杉本・朝尾（2002）に興味深い実験が紹介されている。文法や語彙の誤りを

含んだ英語で書かれた自己紹介文を、日本人英語教師に「日本人学生が書いた

もの」として「返事を書く」ように指示する。すると教師たちはその英文の添

削つまり文法や語彙の誤りを指摘しアドバイスする返事を書く。一方で同じも
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のを「外国人学生から送られてきたもの」として提示すると、誤りの指摘では

なく内容に対する返事を書くという結果が得られたというのである。（杉本・朝

尾 2002:56） 

この場合、自己紹介の文に対する本来望まれる「返事」は後者、つまり内容

に対する返事ではないだろうか。自分自身誤りばかりが目にとまる教師として

の性癖を反省するとともに、これまで「日本人が日本人に対して書く」英語は

英作文の練習としてしかとらえられず、中身のあるコミュニケーションを目的

としているとはとらえられていないという事実も伺われる。同じことは日本人

が日本人に対して英語で話しかける、日本の一般的な英語の授業でもあるので

はないだろうか。つまり相手の英語の正確さに注目し自分の誤りを気にかける

あまり、コミュニケーションの中身が失われることが多いのではないだろうか。 

この例に端的に見られる英語教育の反省点として、ひとつには、英語の授業

は本当に英語によるコミュニケーションの機会を提供してきたかということが

ある。コミュニケーションを成り立たせる要因の一つには情報のギャップとそ

れを埋めたいという欲求がある。名前も出身地も好みの芸能人のタイプも知り

尽くしている隣の席の学習者と改めて自己紹介をしてもそこに意味を見いだす

のは難しい。しかし教室外の不特定多数に向かって自己紹介をするのであれば、

自分の何を語ればいいのか真剣に考え表現を選ぶ動機も生まれてくる。 

もうひとつの反省として、教室での英語使用はあくまで「練習」であって、

その練習を終えて「正しい」英語が使えるようになるまでは教室外で英語を使

えないという姿勢ができてしまっている。これは英語を話すことだけでなく、

吹き替えで映画を見てしまう、好きな小説を原文で読んでみようとしないとい

う、聞くことや読むこと、書くことにも影響を与えている。一般に日本では英

語の授業以外の生活の場で英語を使用する機会が少ないのが英語運用能力が発

達しない理由のひとつといわれている。しかし、準備ができなければ使えない

という「正しさ」の要求が、学習者にも教師にも高すぎるのではないか。 

この２つの課題を乗り越えて日本の英語の授業で英語による真のコミュニケ

ーション、つまり添削でなく返事をすることを成り立たせるために、英語教育

に携わる者はこれまで様々な工夫をしてきた。外国人講師（必ずしも英語を母

国語としない）を授業に参加させるのもその一つであるし、英語音声の映画を

鑑賞したり、LL 装置を使って顔が見えない状態で学習者相互に会話をさせる

といった取り組みもそのような手法である。エアメールによる文通（ペンパル
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活動）やファックスによる海外の学校との交流も行なわれてきた。 

IT 革命、とりわけインターネットの普及によって、設備さえあれば安価に即

時性が高く距離や時間に制約されないコミュニケーション方法が英語授業でも

利用できるようになった。しかし、コミュニケーションの相手を探し、何につ

いて語るのか、どのような背景をもって語るのかといった伝達方法以外の部分

は旧来のままで、授業にあっては教師による準備や指導が必要なのは変わらな

い。 

国際コミュニケーションの相手探しとテーマ設定において、初期の試みとし

て活発であったのが IECC (Intercultural E-Mail Classroom Connection) だった。

これは教師同士が自分のクラスの生徒・学生との e メールによる交流相手を探

すためのプロジェクトで、最盛期には筆者のところにも毎朝交流クラス募集の

e メールが何通も送られてきた。年齢層も幼稚園から大学までと幅広く、例え

ば小学１年生が世界の同世代のクラスで乳歯が抜けている生徒が何人いるか情

報交換するなど、ユニークな発想に驚かされ、担当する教師の指導力に感心し

た。コミュニケーションの方法が普及したとして、やはり普遍性と必然性のあ

るテーマ設定とその基盤となる指導が必要なのである。 

そのような基盤の必要性を理解した上で、共通言語としての英語を受け入れ、

教師が補い導くことで直に世界の人々と交流ができる、境界のないフラットな

関係を結ぶことができるというのが、インターネットを利用した交流を英語教

育に取り入れる大きな意義である。 

IT を活用した教育手法がもてはやされる一方で、ネットでのコミュニケーシ

ョンは顔の見えない言葉だけのやり取りであって真のコミュニケーションでは

ないという批判も筆者自身多く受けてきた。「顔が見える」とはおそらく互いの

属性（性別や年齢、社会的地位、人種やファッションなど）を確認した上で、

その属性に伴う一般的知識を想起することができるという意味であり、その上

で言葉を交わすのでなければ安心して話題を形成し情報を共有できないという

ことであろう。しかしそれは誤解や偏見の源ともなってきたのではないだろう

か。「顔が見えない」ネットでのコミュニケーションは言語に大きく寄りかかっ

たコミュニケーションである。「顔が見えない」からこそ、理を重んじ言葉を駆

使しなければならない。 

授業で学生が海外のペンパルとメール交換をしていると、対応に困って教師

に相談してくることがある。例えば相手が自分の顔の画像を添付してきて「あ
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なたの写真を見せてくれ」と言ってくる場合などだ。こんな場合はパソコンの

画面の前で困った顔をしていても通じない、こういう理由で嫌だ、そうではな

くてこういうコミュニケーションをしたい、と英語で書いて送らなければ通じ

ないよと（時には文例を示して）アドバイスすると、学生は納得して英文メー

ルを書き始める。 

社会制度の違いに気づかされることもある。ある男子学生が台湾の学生に送

ろうとしている英文メールを見て驚いた。 “Do you like a war!?” 「あなたは戦

争が好きなのか」と尋ねている。事情を聞くと、その前に相手が送ってきたメ

ールに、日本に留学したいがその前にまず兵隊になるという趣旨のことが書い

てあった。台湾では兵役がある。それをすませなければ海外留学に出られない

のだ。日本人学生にはそのような知識がなく、また兵役が当然であるという感

覚もなかった。自ら好んで軍隊に入隊するものと誤解したのだ。 

あるいはアメリカ人女性とメール交換をしていたある女子学生が半泣きで相

談してきたことがある。彼女は当時の日本の美白ブームを紹介し、肌の色が白

いっていいねと書き送ったが、相手からは自分は黒人だと返事がきて、うろた

えているのだ。「顔が見えない」からアメリカ人＝白人と思い込み、人種的多様

性への無関心さが露呈してしまったのである。どうしたいのかと聞けば謝りた

いという。では、なぜそのようなことになったか言葉で説明し言葉で謝らなけ

ればならない。英語教師にできることは英語表現をアドバイスすることだが、

学生は英語を書く経験から多くを学んでいく。 

感動だけではなく、冷静に論理的に言語が使用できなくては他者とのコミュ

ニケーションはできないということを学ぶ、それもまた、言語教育の一分野で

ある英語教育でインターネットを利用したコミュニケーションを取り入れるこ

との意義なのである。 

 

ブログライティングの意義 

1997 年頃には、メールを中心としたコミュニケーションから web ページで

の発信が中心となってきた。基本的には自己紹介などを英語で書いた「作品」

を展示公開する活動である。しかしこれだけでは双方向のコミュニケーション

の実感が得られない。自己紹介とはしばしば自己の所属（大学名、サークルな

ど）や属性（性別、外見など）の紹介に過ぎず、その web ページを読む側に

とってはとりあえず受け入れるのみでコメントすべき内容がない。 
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図 2：Show and Tell の web ページの例 

 

そこで画像とメッセージを投稿できる掲示板形式の仕組みを導入し、学生に

Show and Tell （ものや写真を見せながら英語で説明する活動）を web で行な

わせる試みを始めた。（図 2）これには２つのメリットがあった：１）提示する

画像を決めることで作文のテーマが明確になり、伝えたいことを直裁に書き始

めることができる。２）読む側が書かれた文の巧拙でなくテーマに対するコメ

ントを書きやすい。例えばペットの犬の写真を掲載し、 “He’s cute, isn’t he?” と

問いかけてから犬にまつわるエピソードを書けば、犬の外観などの書きにくく

伝わりにくい描写を省略して本題にすぐ入れるし、読む側も自分の視点でコメ

ントを書きやすくなる。旅行の写真や街で見かけた風景、趣味で収集している

ものの写真など、幅広いテーマで英語を書き、それをお互いにあるいは外部の

人々に読んでもらいコメントしてもらう活動を通して、読者の視点に立って読

まれる文を書くことを学習させた。 

後にブログが一般化し、言語教育の分野でもブログを利用したライティング

が行われるようになってきた。ブログライティングでは、 e メール交流などで
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中心となる自己紹介や文化紹介を超えてより日常的な事物について具体的に語

られることで、むしろ国籍や文化などの境界を飛び越えた普遍性のある議論、

コミュニケーションにつながっている。そのような意味で e メールによる交流

で見られた問題点を克服しているのかもしれない。 

 英語教育におけるブログライティングのもう一つの意義は、「持続性」であ

る。e メール交流が常に特定の相手の存在を必要とするのに対し、ブログは不

特定の対象に発信することが可能である。また、投稿したものは蓄積されコメ

ントを受け続けることができる。実際の授業の現場では難しいのだが、授業後

も継続的にコミュニケーションの場となり続けることも期待できる。そのよう

な意味で、持続性を伴う学習に発展する可能性がある。 

 

何を目指すか 
インターネットを利用した英語教育を 15 年間実践してきて実感しているこ

とは、「中心と境界の消失」だ。教室でネットにアクセスするとき、教師と学生

でアクセス速度に差はない。メーリングリストや掲示板に投稿するときに教師

の発言だけ大きく表示されるわけでもない。全く対等に同じ時間軸と平面上で

活動していると感じさせられる。ここまで紹介した実践例で学生たちが求めら

れたのと同様、言語で自己を表現することが教師にも求められる。その表現の

内容の質によってのみ評価されるという意味で教師と学生が対等の場で教え学

び合うわけである。 

一方で学生同士が教え合い学び合うことも、ネット上では容易になる。時間

的空間的な制約がない（＝地球の裏側の学生と同じテーマについて英作文を書

き合うことができる）というだけでなく、文化や心の境界を越えた個人同士と

してコミュニケーションすることしかできなくなるからだ。もちろん「世界が

フラットになる」のは英語教育の分野だけでなくインターネットがあらゆる分

野にもたらしつつある現象である。しかし、とりわけ英語教育にあっては、そ

の目的が、フラットな関係の個人と個人がコミュニケーションするというもの

に純化されていくことが期待されてならない。 
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